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【緒言】近年、高い成形加工性、大容量化の容易さなどの利点から、ガラス材料が新たなシンチ

レータ材料として着目されている。これまでに 6Li シリカ塩ガラスが中性子検出用途で実用化さ

れており、さらに新たなガラスシンチレータの創製のためにテルライト塩ガラスやリン酸塩ガラ

ス等の多種多様なガラスのシンチレーション特性が評価されてきた。一方、ガリウム塩ガラスの

シンチレーション特性に関する研究報告はほぼ存在しな

い。ガリウム塩ガラスは、比較的高い実効原子番号、低い

フォノンエネルギーを示す傾向があるため[1]、新たなガ

ラスシンチレータ材料として期待できる。そこで本研究で

は、Pr2O3 添加ガラス 20K2O–11La2O3–(69-x)Ga2O3–xPr2O3

を作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】上述の組成比通りに K2CO3、La2O3、Ga2O3、

Pr2O3を混合後、プラチナ坩堝中で 1400 ˚C、15 分加熱し

た。その後、溶融した材料を急冷することでガラス試料を

得た。得られた試料について、X線励起シンチレーション

スペクトル及びアフターグロープロファイルを測定した。 

【実験結果】図 1 に、シンチレーションスペクトルを示

す。500、535、616、650 nmに Pr3+の 4f-4f遷移由来のピー

クが観測された。作製した試料の中でも Pr2O31.0%添加試

料が最大の強度を示した。 

  図 2に、アフターグロープロファイルを示す。作製した

ガラス試料のアフタグローレベルは、0.57% (Pr2O3 0.1%)、0.31% (Pr2O3 0.5%)、0.14% (Pr2O3 1.0%)

であった[2]。本講演では、熱蛍光特性を含めた放射線応答性の詳細について議論する。 
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Fig.1 シンチレーションスペクトル。 

 

Fig.2 アフターグロープロファイル。 
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